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第
39
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)  

九
月
六
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

  
 

川
口
市
三
ツ
和
の
氷
川
神
社
算
額 

  

川
口
市
三
ツ
和
の
氷
川
神
社
の
算
額（
市
文
化
財
）

を
知
っ
た
の
は
『
川
越
の
算
額
と
和
算
家
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
埼
玉
の
算
額
一
覧
」
か
ら
で
し
た
。

こ
の
算
額
は
『
埼
玉
の
算
額
』
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

市
の
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
概
要

が
あ
り
ま
す
が
、「
一
般
公
開
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
も
あ
り
ま
す
。
電
話
で
算
額
の
文
面
を
知
り
た
い

の
で
す
が
、
と
お
願
い
し
た
ら
、「
郷
土
鳩
ヶ
谷 

２

号
」（
鳩
ヶ
谷
郷
土
史
会
会
報
）
と
い
う
の
を
紹
介
さ

れ
、そ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
メ
ー
ル
で
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

以
下
は
そ
の
資
料
と
、
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
写
真

を
も
と
に
述
べ
ま
す
（
下
の
写
真
）。 

 

こ
の
算
額
に
は
、
享
和
四
年(

一
八
〇
四)

正
月
の

記
名
と
共
に
、「
當
村
」
の
信
豊
、
源
次
郎
他
五
名
（
計

七
名
）
の
名
が
あ
り
ま
す
が
、
伝
系
な
ど
は
な
い
よ

う
で
す
。
ま
た
姓
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
當
村
」

と
は
小
渕
村
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

問
題
は
二
問
あ
り
ま
す
が
、
何
れ
も
初
歩
的
な
問

題
で
す
。 

                     

「
郷
土
鳩
ヶ
谷 

２
号
」
に
あ
る
文
面
を
も
と
に
、

わ
ず
か
に
読
め
る
写
真
と
見
比
べ
て
み
る
と
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
（「
郷
土
鳩
ヶ
谷 

２
号
」
の
文
面
は

数
カ
所
修
正
が
必
要
の
よ
う
で
す
）。 

 

一
問
目
は
、
大
中
小
の
三
円
で
直
径
の
差
は
大
と

中
で
二
寸
、
大
と
小
で
四
寸
、
三
円
の
面
積
の
和
は

6557 

、
三
円
の
直
径
を
求
め
よ
と
い
う
も
の
。 

術
文
で
は
寸
の
単
位
と
分
の
単
位
を
使
い
分
け

て
い
ま
す
。 

                   

氷川神社算額（http://yamada.sailog.jp/weblog/2015/06/post-5c17.html） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

積 

分
坪 

六
千
五
百
五
拾
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
円
積
分 

大
中
差
弐
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
小
差
四
寸 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

答 
 

大
円
七
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
円
五
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
円
三
寸 

 

術
曰
大
中
差
弐
寸
自
乗
四
百
大
小
差
四
寸 

自
乗
千
六
百
和
〆
弐
千
円
法
掛
千
五
百
八 

拾
坪
以
積
坪
ヲ
減
残
四
千
九
百
七
十
七
是 

二
三
七
法
求
乗
一
万
七
百
九
十
五
坪 

四
分
九
厘
甲
位
置
又
曰
差
弐
寸
倍
四
寸
又
差
四
寸
倍
八
寸 

和
〆
一
尺
二
寸
円
法
乗
九
百
四
拾
八
坪
折
半
□
四
百
七
拾

四
自
乗
弐
千
弐
百
四
拾
六
坪
七
分
六
厘
是
甲
位
加
一
万
四

千
四
拾
弐
坪
二
分
五
厘
也
開
平
法
〆
拾
壱
寸
八
分
五
厘
是 

右
折
半
四
百
七
拾
四
坪
和
〆
拾
六
寸
五
分
九
厘
右
二
三
七

以
除
大
円
七
寸
又
差
弐
寸
引
中
円
五
木
又
差
弐
寸
引
小
円
也 
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寸分

してとすれば、分を単位と大円の直径を
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術
文
に
出
て
来
る
「
数
」
は
条
件
か
ら
二
次
方
程

式
を
解
く
と
き
に
次
の
よ
う
に
全
て
出
て
き
ま
す
。

ま
た
「
円
法
」
はπ

／
４
を
示
し
、π

は
3
・
16

を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

  

二
問
目
は
直
角
三
角
形
の
股(

底
辺)

と
高
倍(

勾

配)

が
与
え
ら
れ
た
と
き
、各
辺
長
と
内
接
す
る
五
円

の
径
を
求
め
る
も
の
で
す
。
こ
の
解
法
は
省
略
し
ま

す
。 さ

て
、「
郷
土
鳩
ヶ
谷 

２
号
」
は
奉
納
者
に
つ
い

て
詳
し
く
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
依
る
と
、
最
後

の
「
治
良
右
衛
門
」
は
当
時
小
渕
村
の
名
主
を
勤
め

て
い
た
熊
井
甚
蔵
の
父
親
で
あ
る
と
い
い
、「
常
右
衛

門
」
も
分
家
の
者
と
い
う
。
ま
た
熊
井
家
の
寛
政
九

年
（
一
七
九
七
）
の
新
築
祝
の
記
録
の
中
に
「
大
皿

一
枚 

源
次
郎
、
与
惣
兵
衛
、
佐
兵
治
、
武
兵
衛
」

の
連
名
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
筆
頭
の
百
姓
名
ら

し
く
な
い
「
信
豊
」
に
つ
い
て
推
量
す
る
が
、
そ
れ

は
こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

                       

 

当
時
小
渕
村
の
細
沼
の
田
は
深
水
で
農
民
は
苦
し

ん
で
い
ま
し
た
。排
水
工
事
は
難
事
業
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
算
額
は
西
沼
・
細
沼
悪
水
の
完
成
を
祝
っ
て
奉

納
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
い
ま
す
。そ
し
て「
細

沼
・
西
沼
悪
水
の
測
量
設
計
、
重
要
道
路
で
あ
る
日

光
御
成
道
を
中
断
し
て
の
伏
越
し
埋
設
工
事
の
設
計
、

こ
れ
ら
を
小
渕
村
農
民
自
ら
の
手
で
成
し
遂
げ
る
た

め
に
（
算
額
の
内
容
）
学
ん
だ
」
と
想
像
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
奉
納
者
た
ち
が
自
身
を
姓
な
き
百
姓

と
し
て
自
認
す
る
中
、「
信
豊
」
の
身
分
を
超
え
て
小

渕
村
民
と
一
体
に
な
っ
た
心
を
感
じ
る
と
い
う
の
で

す
。「
信
豊
」
は
御
普
請
組
の
役
人
か
、
ま
た
赤
山
代

官
所
の
旧
臣
で
あ
っ
た
か
、
武
士
身
分
の
者
が
農
民

と
一
体
に
な
っ
て
悪
水
堀
工
事
に
参
加
し
て
、
完
成

を
記
念
し
て
奉
納
し
た
算
額
に
、
自
ら
姓
な
き
百
姓

の
一
人
と
し
て
名
を
と
ど
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
で
す
。 

  

私
が
今
ま
で
見
た
り
文
献
で
知
っ
た
算
額
で
、
こ

の
よ
う
な
背
景
を
以
て
掲
げ
ら
れ
た
算
額
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。
算
術
を
趣
味
で
学
ぶ
の
で
は
な
く
、

実
用
、
そ
れ
も
生
活
を
賭
け
た
戦
い
の
中
で
学
び
、

願
い
が
叶
っ
た
暁
に
、
仲
間
た
ち
と
感
謝
し
て
さ
さ

や
か
な
算
額
を
奉
納
す
る
と
い
う
、
そ
の
精
神
の
格

調
の
高
さ
み
た
い
な
も
の
に
感
激
も
し
ま
す
。 

 

資
料
を
提
供
し
て
頂
い
た
川
口
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
部
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
谷
川
様
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈎
股
弦
五
円
寸
径
之
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

積 

股
七
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
倍
四
寸
弐
分
八
厘
五
毛 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

答 

鈎
三
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

股
七
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弦
七
寸
六
分
一
厘
五
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

円
径
如
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

甲 

弐
寸
三
分
八
厘
四
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乙 

壱
寸
五
分
七
厘
壱
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丙 

壱
寸
三
厘
七
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丁 

六
分
八
厘
二
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戊 

四
分
五
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

當
村 

術
円
径
曰
鈎
股
自
乗
倍
甲
位 

 
 
 

信 

豊 

又
鈎
股
弦
三
方
和
〆
以
甲
位 

 
 
 

源
次
郎 

除
各
五
円
如
斯
也 

 
 
 
 
 
 
 

与
惣
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
兵
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

治
良
右
衛
門 

 
 
 

享
和
四
甲
子
年
正
月
吉
日 
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。①②③から次式を得る

③

、中央の斜線の三角形で

②

①

とすると甲乙丙の直径を







 
 
 

浦
和
の
重
殿
社
の
算
額 

  

さ
い
た
ま
市
緑
区
（
旧
浦
和
）
中
野
田
の
重
殿
社

（
じ
ゅ
う
ど
の
し
ゃ
）

の
算
額
を
知
っ
た
の
は
や
は
り
『
川

越
の
算
額
と
和
算
家
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
埼
玉

の
算
額
一
覧
」
か
ら
で
し
た
。
こ
の
算
額
も
『
埼
玉

の
算
額
』
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
簡
単
に

は
実
物
を
見
学
出
来
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
算
額
の
こ
と
が
『
浦
和
市
文
化
財
調
査
報
告

書 

第
36
集
』
に
載
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た

の
で
、
川
越
の
図
書
館
に
行
っ
て
見
て
き
ま
し
た
。

こ
の
資
料
な
ど
を
参
考
に
以
下
述
べ
ま
す
。 

 

こ
の
算
額
は
重
殿
社
の
拝
殿
に
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、

縦
45.6
㎝
、
横
66.8
㎝
、
六
個
の
円
の
算
題
一
題
を
桐

板
製
の
額
に
記
し
て
い
ま
す
。
掲
額
は
明
治
十
四
年

五
月
で
、「
南
埼
玉
郡
横
根
村
田
口
常
吾
郎
門
人 

当

所 

清
水
幸
吉 

同
厚
沢
寅
吉
」
と
あ
り
ま
す
。 

算
額
の
冒
頭
に
「
中
西
流
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
人
物
た
ち
は
中
西
流
を
称
し
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
中
西
流
の
算
額
は
珍
し
い
。 

中
西
流
の
始
祖
中
西
十
太
夫
正
好
は
始
め
床
井(

ゆ

か
い)

文
左
衛
門
と
い
い
、
池
田
昌
意(

ま
さ
お
き)

の
門
人

で
江
戸
に
住
ん
で
算
術
を
教
え
て
い
た
。
関
孝
和
よ

り
少
し
後
の
人
。
弟
中
西
正
則
は
中
西
流
の
四
天
王

の
一
人
で
、
関
孝
和
の
演
段
術
を
解
説
し
た
『
算
法

続
適
当
集
』(

一
六
八
四
年)

を
著
し
た
。 

中
西
流
は
仙
台
と
関
西
の
姫
路
地
方
に
伝
わ
り

有
力
な
和
算
家
が
育
っ
た
が
、
十
九
世
紀
以
降
は
振

る
わ
な
か
っ
た
。 

仙
台
で
は
正
則
の
門
人
で
仙
台
藩
士
江
志
知
辰(

え

し
と
も
と
き)

が
藩
の
子
弟
教
授
。
江
志
の
孫
弟
子
の
戸

板
保
佑
は
有
名
な
『
関
算
四
伝
書
』
五
百
十
一
巻(

一

七
八
〇)

を
編
集
し
て
い
る
。 

た
だ
、
明
治
ま
で
中
西
流
が
ど
の
よ
う
な
伝
系
で

あ
っ
た
の
か
は
調
べ
ら
れ
ず
不
明
。
驚
愕
。 

 

問
題
は
図
で
、
乙

は
甲
よ
り
七
寸
短
く
、

丙
は
乙
よ
り
一
寸
短

い
と
き
、
甲
乙
丙
の

大
き
さ
を
求
め
る
も

の
で
平
易
な
問
題
。   

               

     重殿社の算額の一部 

『浦和市文化財調査報告書 第 36 集』より 

･･･ 

･･･ 

･･･ 
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大
鷲

お
お
と
り

神
社(

足
立
区)

の
算
額 

 
 

東
京
都
足
立
区
花
畑
の
大
鷲
神
社
の
天
保
四
年
の

こ
の
算
額
は
、
た
ま
た
ま
見
た
『
吉
川
市
史
』
で
知

り
ま
し
た
。『
例
題
で
知
る
日
本
の
数
学
と
算
額
』（
深

川
英
俊
著
）
に
は
大
鷲
神
社
に
二
面
の
現
存
算
額
が

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
算
額
は
該
当
し
ま
せ

ん
。『
吉
川
市
史
』
に
記
述
さ
て
い
る
の
は
掲
額
者
四

十
六
名
の
内
十
三
名
が
吉
川
地
域
の
人
達
に
よ
る
こ

と
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
。 

 

掲
額
者
は
「
関
流
五
伝
当
年
八
十
一
歳
金
杉
清
三

郎
清
常
門
人
」
四
十

六
名
。
金
杉
清
三
郎

は
神
谷
定
令
の
門
人
。

『
算
法
点
竄
指
南
』

(

文
化
七
年)

に
は
「
梅

田
先
生
閲
金大

杉原
門

人
編
」
と
あ
り
、
大

原
と
金
杉
の
門
人
に

よ
り
成
さ
れ
て
い
る
。

『
算
法
点
竄
指
南
』

に
は
そ
の
門
人
名
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

問
題
は
菱
形
内
に

図
の
よ
う
に
等
・

甲
・
乙
・
丙
の
円
が

あ
る
と
き
に
甲
と
乙

の
径
が
与
え
ら
れ
た

と
き
に
、
等
と
丙
の
大
き
さ
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

           

 
 

あ
き
る
野
市
発
行
の
冊
子
に
掲
載 

 

あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
発
行
の
「
郷
土
あ
れ

こ
れ 

第
28
号
」
に
二
宮
神
社

の
算
額
が
市
指
定
文
化
財
に
な

っ
た
こ
と
に
併
せ
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
私
が
書
い
た
算
額
の

全
文
や
解
読
な
ど
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
算
額
に
つ
い
て
本
誌
第

15
と
17
号
で
述
べ
て
い
ま
す

が
、
15
号
で
「
掲
額
者
の
所
在

地
不
明
」
と
述
べ
た
場
所
が
今

回
の
「
郷
土
あ
れ
こ
れ
」
で
判

明
し
ま
し
た
。そ
の
他
詳
細
は
、 

http://www.city.akiruno.tokyo.jp/cmsfile

s/contents/0000005/5474/28.pdf 

を
見
て
下
さ
い
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

編
集
後
記 

  

今
号
は
現
物
見
学
が
な
く
文
献
か
ら
の
み
。
算
額

の
見
学
も
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

テ
レ
ビ
の
俳
句
教
室
（
プ
レ
バ
ト
）
の
句
は
こ
の

欄
で
取
上
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
も
。 

  
 

い
わ
し
雲 

け
ち
ら
し
一
機 

普
天
間
へ 

 
 

山
あ
い
の 

秋
雲
工
場 

フ
ル
回
転 

  

作
者
は
芸
能
人
。秀
句
。平
和
で
あ
っ
て
欲
し
い
。 

 
 
 
 
 
 

今
有
如
図
菱
内
容
等
円

甲
円 

 
 
 
 
 
 

乙
円

丙
円

只
云
甲
円
径 

 
 
 
 
 
 

若
干
乙
円
径
若
干
問
求
等
円
径 

 
 
 
 
 
 

及
丙
円
径
其
術
如
何 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

答
曰
依
左
術
得
各 

 
 
 
 
 
 

 （
術
文
省
略
） 

（
二
段
に
渡
り
門
人
六
十
七
名
あ
り
） 

天
保
四
歳
癸
巳
四
月
吉
日 

     大鷲神社の天保４年の算額 

『吉川市史 資料編 近世』より 

http://www.city.akiruno.tokyo.jp/cmsfiles/contents/0000005/5474/28.pdf
http://www.city.akiruno.tokyo.jp/cmsfiles/contents/0000005/5474/28.pdf

